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地表で痕跡を認めにくい地震の長期確率の計算

「活断層の長期評価手法（暫定版）」報告書について

 表中のM6.8以上の12地震について、明瞭な地表地震断層を伴う地震が8に対して、伴わない地震が4であっ

たことから、「地表の証拠からは活断層の痕跡を認めにくい地震」の発生間隔は、トレンチ調査等で認められる

活動間隔の2倍としてポアソン過程で確率を算出

陸域の活断層（M6.8以上）を対象とした場合
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地表で痕跡を認めにくい地震の長期確率の計算（案）

「活断層の長期評価手法（暫定版）」報告書について

 海域活断層の評価対象は長さ20 km以上（想定さ

れるマグニチュード7.0以上）

日本海南部の海域活断層（M7.0以上）を対象とした場合

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）と同様の評価方針を採用

※  「活断層の長期評価手法（暫定版）」報告書以降に主要活断層帯で発生した2016年熊本地震は含まれていない

 表2－1のうち、M7.0以上の地震は1931年西埼玉

地震（M6.8）と2004年新潟県中越地震（M6.8)を除く

10地震。

明瞭な地表地震断層を伴う地震（7地震）

明瞭な地表地震断層を伴わない地震（3地震）

 「海域活断層の痕跡を認めにくい地震」の発生間

隔は、反射断面の垂直変位量から推定される活動

間隔の7/3倍であるとしてポアソン過程により確率

を算出
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参考
海底下浅部で痕跡を認めにくい地震の発生間隔の計算方法

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）―九州地域・中国地域北方沖―
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